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玉
藻
同
窓
会
の
発
展
を

祈
念
し
て

同
窓
会
長

横

山

忠

市

（
高
十
四
回
卒
）

平
成
二
十
八
年
／
月
七
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
玉
藻
同
窓
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
、

横
田
修
平
前
同
窓
会
長
の
ご
勇
退
に
伴
い
、

同
窓
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
横
山
忠

市
で
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
窓

会
発
展
の
た
め
に
、
精
一
杯
、
務
め
ま
す

の
で
、
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
の
同
窓
会
組
織
を
、
「
玉
藻
同
窓

会
」
と
言
い
ま
す
の
は
、
校
歌
の
一
番
に

出
て
く
る
「
玉
藻
ゆ
た
け
く
湖
晴
れ
て
」

の
歌
詞
に
由
来
し
ま
す
。
こ
の
「
玉
藻
」

哩
週
刊号

d
 

"' 
と
い
う
言
葉
は
、
『
万
葉
集
』
に
た
び
た

び
出
て
き
ま
す
が
、
「
美
し
い
藻
」
を
意

味
し
ま
す
。
本
同
窓
会
に
、
才
能
溢
れ
る

若
い
会
員
の
皆
さ
ん
が
加
わ
り
、
社
会
の

第
一
線
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
で
、
本

同
窓
会
の
輝
き
が
一
層
増
す
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

麻
生
高
校
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九

年
）
四
月
に
茨
城
県
で
十
番
目
の
旧
制
中

学
校
と
し
て
、
現
在
の
麻
生
小
学
校
の
地

に
開
校
し
ま
し
た
。
旧
制
麻
生
中
学
校
の

卒
業
生
の
総
数
が
九
八
三
名
、
麻
生
高
校

の
卒
業
生
の
総
数
が
完
∞
町
名
で
す
の
で
、

本
校
の
卒
業
生
の
総
数
は
N
0
・
∞
呂
名
と
な

り
ま
す
。
本
校
の
卒
業
生
が
、
日
本
全
国

津
々
浦
々
で
、
各
分
野
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
、
同

窓
会
長
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
地
域
の
少
子
高
齢
化
が
急
激

に
進
行
し
て
い
る
現
状
を
考
え
ま
す
と
、

本
校
の
将
来
に
は
一
抹
の
不
安
が
あ
り
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
行
方
市
は
、
二

O
O五

年
九
月
二
日
に
麻
生
町
、
玉
造
町
、
北
浦

町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、
当
時

は
ち
bω
印
人
の
人
口
が
あ
り
ま
し
た
。
十

年
後
の
二

O
一
五
年
に
は

E
b
g人
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
五
千
人
以
上
減
少
し
て

い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
国
立
社
会
保
障

・

人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
る
と
、
行

方
市
の
人
口
は
二

O
三
O
年
に
三
万
人
を

切
り
、
二

O
六
O
年
に
は
一
万
五
千
人
に
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ま
で
減
少
す
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
本
校
を
存
続
さ
せ
る
た

め
に
は
、
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
今
ま

で
以
上
に
広
範
囲
か
ら
生
徒
を
集
め
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

幸
い
、
本
校
で
は
先
生
方
の
ご
指
導
に

よ
り
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
や
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
活
躍
だ
け
で
な
く
、
本
年
度
は

サ
ッ
カ
ー
部
が
県
高
校
総
体
で
第
五
位
に

入
賞
す
る
な
ど
、
め
ざ
ま
し
い
実
績
を
上

げ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
書
道
部
や
美
術

部
の
生
徒
が
、
県
芸
術
祭
に
数
多
く
入
選

す
る
な
ど
文
化
部
の
生
徒
も
活
躍
す
る
と

と
も
に
、
人
命
救
助
で
表
彰
さ
れ
た
生
徒

も
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

進
路
面
で
も
実
績
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、

地
域
か
ら
評
価
さ
れ
る
学
校
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
校
は
、
平
成
三
十
一
年
に

創
立
九
十
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、
『
創

立
九
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
』
を

立
ち
上
げ
、
具
体
的
な
内
容
を
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
同
窓
会
会
員
並
び
に

後
援
会
会
員
の
皆
様
か
ら
思
俸
の
な
い
ご

意
見
等
を
い
た
だ
き
、
記
念
事
業
を
成
功

に
導
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
ご
理
解
、
ご
協

力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。
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私
は
、
昭
和
四

十
九
年
に
麻
生
高

等
学
校
に
入
学
し
、

現
在
の
校
舎
が
新

築
さ
れ
た
最
初
の

入
学
生
と
し
て
、

三
年
間
、
こ
の
学
び
舎

で
高
校
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
教
員
と
し

て
は
、
平
成
五
年
か
ら
十
三
年
間
、
勤
務

い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
、
ま
た
母

校
に
勤
務
で
き
ま
す
こ
と
に
、
そ
の
責
任

の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
母
校
の
発
展
の

た
め
に
精

一
杯
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
十

一
年
ぶ
り
に
麻
生
高
等
学

校
に
魁
任
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
大
き

く
変
わ

っ
た
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

生
徒
数
の
減
少

ま
ず
、
生
徒
数
の
減
少
で
す
。
平
成
五

年
に
私
が
勤
務
し
て
い
た
当
時
は
、

1
学

年

8
学
級
編
成
で
し
た
の
で
、
全
校
生
徒

は
千
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

現
在
は
、

1
学
年
5
学
級
編
成
と
な
り
、

全
校
生
徒
を
併
せ
て
六
百
人
を
切

っ
て
お

り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
本
年
度
の
入
試

ご
あ
い
さ
つ

機

長
中
島
敏
治

雷
同
二
十
丸
田
字
国

同玉平成30年3月1日

に
お
い
て
は
、
入
学
定
員
二
百
人
の
所
、

一
九
八
人
の
入
学
者
で
あ
り
、
定
員
割
れ

を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
少
子
化
が

急
激
に
進
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

1
学
年
二
百
人
の
入
学
者
を
集
め
る
の
に

は
相
当
な
努
力
を
要
し
ま
す
。
入
学
定
員

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
教
育
活
動
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
本
校
の
教
育
活
動

を
積
極
的
に

P
Rし
、
広
範
囲
か
ら
生
徒

を
集
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

部
活
動
の
活
性
化

二
つ
目
に
、
私
が
勤
務
し
て
い
た
当
時

に
比
べ
て
、
生
徒
の
部
活
動
の
加
入
率
が

高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
四
月
末
時
点
で
、

運
動
部
と
文
化
部
の
加
入
率
が
臼
%
を
超

え
て
お
り
、
放
課
後
は
校
内
が
生
徒
の
活

気
で
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
や
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
県

大
会
で
も
上
位
の
成
績
を
残
し
て
い
ま
す

が
、
本
年
度
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
高
校
総

体
県
予
選
で
第
五
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
文
化
部
で
も
、
書
道
部
や

美
術
部
の
生
徒
が
、
県
総
合
文
化
祭
美
術

展
覧
会
に
お
い
て
、
多
数
入
選
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

生
徒
の
礼
儀
正
し
さ

三
つ
目
に
、
あ
い
さ
つ
が
き
ち
ん
と
で

き
る
生
徒
が
増
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
私
が
勤
務
し
て
い
た
当
時
は
、

問
題
行
動
を
繰
り
返
し
た
り
、
服
装
や
頭

髪
で
指
導
を
受
け
た
り
し
た
生
徒
が
い
ま

し
た
が
、
現
在
本
校
で
は
、
生
徒
指
導
上

の
問
題
行
動
を
起
こ
す
生
徒
が
ほ
と
ん
ど

お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
毎
年
、
就
職

希
望
者
の
全
員
内
定
を
達
成
し
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
公
務
員
試
験
の
合
格
者
が
増

加
し
た
り
、
新
日
銭
住
金
や
常
陽
銀
行
な

ど
の

一
流
企
業
に
内
定
者
を
出
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

進
路
目
標
の
実
現
を
目
指
し
て

課
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
国
公
立

大
学
や
難
関
私
大
の
合
格
者
を
増
や
す
こ

と
で
す
。
筑
波
大
学
や
東
京
六
大
学
に
進

学
し
て
い
る
生
徒
が
い
る
こ
と
か
ら
、
本

校
生
の
中
に
は
潜
在
能
力
が
高
い
生
徒
が

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
た
だ
、
多
く

の
生
徒
が
、
高
校
時
代
に
そ
の
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
は
、
麻
生
高
等
学
校
の

『
A

S
O』
の
三
文
字
を
使
っ
て
、
生
徒
諸
君

に
行
動
指
針
を
示
し
ま
し
た
。

ま
ず
、

『
A
』
で
す
が
、
こ
れ
は

『〉

B
E
t
s』
す
な
わ
ち
、

『
大
き
な
志
』

を
も
つ
こ
と
で
す
。
「
絶
対
に
実
現
す
る

ん
だ
」
と
い
う
大
き
な
志
を
も

っ
て
、
努

力
を
継
続
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、

『
S
』
で
す
が
、
こ
れ
は

3

2
0C己
乙
で
あ
り
、

『
真
剣
に
』
と
か

『本
気
で
』
と
い
う
意
味
で
す
。
勉
学
だ

け
で
な
く
、
部
活
動
、
生
徒
会
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
学
校
行
事
な
ど
全
て

の
活
動
に

『真
剣
に
』
取
り
組
み
、

三
年

間
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
欲
し

い
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

『自
信
』
が
生

ま
れ
、
三
年
生
に
な

っ
て
受
験
勉
強
を
始

め
た
時
に
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
や
り
通

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

三
つ
目
の

『
O
』
は、

『
05『
8
5
丘

で
あ
り
、

『困
難
や
誘
惑
を
克
服
す
る
』

と
か

『打
ち
勝
つ
』
と
い
う
意
味
で
す
。

進
路
目
標
が
決
ま
り
、
そ
の
実
現
の
た
め

に
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
努
力
を
継
続

し
て
い
て
も
、
思
う
よ
う
な
結
果
が
出
な

い
時
に
は
、
く
じ
け
そ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
楽
を
し
た
い
と
い
う
誘
惑
に
負
け

そ
う
に
な
る
時
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の

よ
う
な
時
に
は
、
自
分
の
意
志
の
力
で
自

分
の
欲
望
や
感
情
を
抑
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
『
克
己
』
と
言
い
ま
す
が
、

本
校
生
が
大
き
な
志
と
克
己
心
を
持
っ
て、

努
力
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
能
力

を
高
め
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

以
上
の
三
つ
を
本
校
生
の
行
動
指
針
と

し
ま
し
た
。
本
校
生
が
、
三
年
間
、
努
力

を
継
続
し
、
進
路
目
標
を
実
現
し
て
く
れ

る
こ
と
で
、
旧
制
中
学
か
ら
の
本
校
の
伝

統
が
、

一
層
輝
き
を
増
す
も
の
と
私
は
確

信
し
て
お
り
ま
す
。
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東
京
宝
藻
会
に
つ
い
て

会

長
一実
輪
一光
一樽

富
十
三
国
寧
》
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一
昨
年
末
に
、
加
藤
浩
三
会
長
（
高
四

回
卒
）
が
勇
退
さ
れ
、
そ
の
後
を
受
け
て
、

小
生
（
十
三
回
卒
）
、
稲
田
信
之
（
十
一

回
卒
）
、
須
田
哲
雄
（
十
五
回
卒
）
両
副

会
長
、
深
津
員
幹
事
長
（
十
四
回
卒
）
の

新
体
制
の
下
で
、
東
京
玉
藻
会
は
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
加
藤
前
会
長

は
、
本
会
創
立
以
来
、
半
世
紀
以
上
に
わ

た
っ
て
、
幹
事
長
、
さ
ら
に
は
会
長
と
し

て
、
東
京
玉
藻
会
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
ご
尽
力
に
深
謝
す
る
次
第
で
す
。

私
は
、
旧
大
和
村
天
掛
の
出
身
で
す
。
幼

少
期
は
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
下
で
思
い

切
り
遊
び
、
麻
生
高
校
に
進
学
し
て
か
ら

は
勉
強
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
、
諸
先
生
の

ご
指
導
の
お
陰
で
東
京
大
学
理
科
二
類
に

入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
百
歳
に

な
る
今
日
ま
で
、
仕
事
（
森
林
科
学
研
究
）

と
遊
び
（
趣
味
・
囲
碁
、
水
彩
画
、
ギ
タ
ー

な
ど
）
と
元
気
に
向
か
い
合
っ
て
来
ら
れ

た
の
は
、
地
域
の
郷
（
さ
と
）
育
力
、
麻

生
高
校
の
教
育
力
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い

る
次
第
で
す
。

さ
て
、
東
京
玉
藻
会
は
、
五
十
年
以
上

に
わ
た
っ
て
、
年
に
一
度
、
東
京
四
谷
の

ス
ク
ワ

l
ル
麹
町
会
館
等
を
会
場
と
し
て

総
会
と
懇
親
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

先
輩
諸
兄
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
昨
年
の
日

月
お
日
に
は
、
横
山
忠
市
玉
藻
会
会
長
や

中
島
敏
治
校
長
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
来

賓
の
方
々
の
ご
出
席
の
下
に
、
mw
名
に
及

同玉( 3) 

ぶ
同
窓
生
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
年
三

回
の
幹
事
会
開
催
で
あ
り
、
本
年
の
一
月

で
め
で
た
く
初
回
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

幹
事
会
は
、
各
卒
業
年
度
を
代
表
す
る
日

名
内
外
の
幹
事
か
ら
構
成
さ
れ
、
深
津
員

氏
が
幹
事
長
と
し
て
会
の
運
営
に
あ
た
っ

て
来
ま
し
た
。
東
京
玉
藻
会
の
目
指
す
と

こ
ろ
は
、
一
つ
は
年
に
一
度
の
懇
親
を
深

め
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
情
報

交
換
を
通
じ
て
玉
藻
会
の
一
層
の
充
実
、

地
元
の
発
展
や
母
校
の
教
育
に
資
す
る
こ

と
で
す
。
近
年
、
地
元
学
や
郷
育
と
い
う

こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

一
翼
を
に
な
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ

に
過
ぎ
た
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
、
地
元
玉
藻
同
窓
会
、
先
生
方

・
生

徒
諸
君
と
と
も
に
、
母
校
と
密
接
な
連
携

を
と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の
度
の
総
会
に
、
印

代
か
ら

ω代
に
か
け
て
の
女
性
の
方
々
が

初
名
弱
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

玉
藻
会
に
と
っ
て
、
女
性
の
方
々
の
豊
か

な
感
性
、
生
活
力
、
企
画
力
を
活
か
し
た

活
動
は
ま
さ
し
く
発
展
の
要
で
す
。
本
年

は
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
食
育
や
木
育
、

郷
育
な
ど
を
兼
ね
た
地
域
と
の
交
流
会

・

研
修
会
等
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
本
校
が
創
立
九

O
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
二
一
言
。
俗
に
、
「
継
続

は
力
な
り
」
と
申
し
ま
す
。
今
年
は
明
治

以
来
一
五

O
年
、
私
の
旧
勤
め
先
東
大
農

学
部
も
一
三

O
年
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
を

活
か
し
て
大
き
な
理
念
と
一

O
O年
の
計

を
も
っ
て
未
来
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

同
様
に
、
母
校
が
、
中
島
校
長
先
生
の
入

学
式
の
挨
拶
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
高

い
理
念
と
〉
色
〈
O
Z
R
E
D
m
の
精
神
の
下

で
、
生
徒
諸
君
が
「
継
続
は
力
な
り
」
を

信
じ
て
文
武
両
道
に
遁
進
さ
れ
る
こ
と
を

念
願
す
る
次
第
で
す
。

斗／

建
友
玉
藻
会
か
ら

花
の
贈
り
物

十
二
月
十
日
（
日
）
に
、
本
校
の
卒
業

生
で
、
建
設

・
造
園
に
携
わ
る
方
で
結
成

さ
れ
て
い
る
「
建
友
玉
藻
会
」
の
皆
さ
ん

が
、
花
壇
に
素
晴
ら
し
い
花
を
植
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
今
回
は
二
十
一
名
の
方

が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
ハ
ボ
タ
ン
百
五

十
株
、
パ
ン
ジ
ー
三
百
五
十
株
を
提
供
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
春
先
ま

で
、
き
れ
い
な
花
々
が
皆
さ
ん
を
出
迎
え

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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行
方
の
歴
史
を
学
ぶ

報

一
月
十
五
日
（
月
）
に
、
高
校
一
年
生

の
「
道
徳
」
の
授
業
を
利
用
し
て
、
『
行

方
の
歴
史
を
学
ぶ
講
座
』
を
開
講
し
ま
し

た
。
講
師
の
先
生
は
、
本
校
の
卒
業
生
で
、

現
在
、
茨
城
県
立
歴
史
館
で
学
芸
課
長
を

務
め
る
、
小
津
重
雄
先
生
（
高
三
十
四
回

卒
）
で
す
。
小
津
先
生
は
、
旧
麻
生
町
根

小
屋
の
ご
出
身
で
、
麻
生
高
等
学
校
を
昭

和
五
十
七
年
に
ご
卒
業
後
、
早
稲
田
大
学

教
育
学
部
社
会
学
科
に
進
学
さ
れ
、
そ
の

後
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
で

考
古
学
を
専
攻
さ
れ
ま
し
た
。
県
立
高
校

の
地
理
歴
史
科
の
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、

麻
生
高
等
学
校
に
も
二
年
間
教
員
と
し
て

勤
務
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
教
育
財
団

に
異
動
さ
れ
、
現
在
は
茨
城
県
立
歴
史
館

で
茨
城
県
の
歴
史
に
関
す
る
調
査
研
究
に

d』
ヨエ

t』
ヨエ窓同
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従
事
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

【講
演
内
容
】

考
古
学
を
専
攻
し
た
理
由

私
が
歴
史
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
麻

生
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
で
す
。
受
験
を

考
え
る
年
に
な
っ
て
、
筑
波
大
学
を
卒
業

し
た
石
川
先
生
に
相
談
し
て
決
め
ま
し
た
。

数
学
が
大
の
苦
手
で
し
た
の
で
、
数
学
と

物
理
は
そ
こ
そ
こ
に
や
っ
て
、
英
語
の
勉

強
は
頑
張
り
ま
し
た
。
高
校
在
学
中
に
は
、

本
を
よ
く
読
み
ま
し
た
。
図
書
館
で
借
り

た
本
の
中
で
、
私
し
か
借
り
て
い
な
か
っ

た
本
も
あ
り
ま
す
。

考
古
学
を
専
門
と
し
た
き
っ
か
け
は
、

偶
然
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
東
洋
史
に
興

味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
学
に
入
学
し
て

学
部
の
説
明
会
に
参
加
し
た
際
、
開
会
の

予
定
時
間
に
行
っ
た
ら
誰
も
い
な
か
っ
た

の
で
す
。
そ
こ
に
、
考
古
学
に
興
味
を
持

つ
同
級
生
が
来
て
、
誘
わ
れ
て
考
古
学
研

究
会
に
入
会
し
た
の
で
す
。
説
明
会
の
席

上
で
大
学
の
先
生
か
ら
、
「
や
り
た
い
こ

と
が
あ
る
な
ら
、
大
学
に
来
な
く
て
も
よ

い
で
す
よ
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
大
学

で
は
、
何
事
も
大
人
扱
い
さ
れ
ま
す
。
大

学
を
卒
業
す
る
の
も
し
な
い
の
も
本
人
の

自
由
で
す
。
大
学
の
同
級
生
に
は
、
ヨ
ア
l

モ
ン
小
暮
閣
下
』
が
い
ま
す
が
、
卒
業
式

に
、
あ
の
格
好
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

「行
方
」
の
地
名
の
由
来

皆
さ
ん
は
、
「
行
方
」
は
読
め
ま
す
よ

ね
？
「
行
方
」
と
い
う
地
名
は
、
今
か
ら

約
一
三

O
O年
前
に
編
纂
さ
れ
た
「
常
陸

国
風
土
記
」
に
出
て
き
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

日
本
で
初
め
て
、
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
し

た
の
は
誰
で
し
ょ
う
か
？

①
モ
！
ス
②
佐
々
木
忠
治
郎
③
水
戸

光
園
こ
の
選
択
肢
の
中
で
、
水
戸
光
園
（
黄
門

様
）
は
引
っ
か
け
だ
と
思
う
で
し
ょ
う
が
、

実
は
、
③
水
戸
光
因
が
正
解
な
の
で
す
。

光
園
は
、
元
禄
時
代
に
古
墳
の
発
掘
調
査

を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
モ
ー

ス
は
、
明
治
時
代
に
大
森
貝
塚
を
発
見
し

た
人
で
、
佐
々
木
忠
次
郎
は
、
モ
l
ス
の

弟
子
で
、
茨
城
県
美
浦
村
の
陸
平
貝
塚
を

発
見
し
、
日
本
人
の
手
に
よ
る
貝
塚
発
掘

の
第
一
号
と
し
て
有
名
で
す
。
光
国
は
古

墳
を
発
掘
後
、
出
土
品
を
き
ち
ん
と
箱
に

入
れ
て
戻
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

後
、
光
因
が
発
掘
し
た
際
の
割
れ
目
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

風
土
記
に
は
六
十
六
カ
国
の
記
載
が
あ

り
ま
す
が
、
現
存
す
る
の
は
五
カ
国
だ
け

で
あ
り
、
「
常
陸
国
風
土
記
」
は
東
日
本

で
は
唯
一
の
も
の
で
す
。
七
一
三
年
元
明

天
皇
の
時
に
編
纂
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
編

者
は
不
明
で
す
。
記
載
内
容
は
、
①
地
名

②
土
地
の
肥
沃
状
態
③
産
物
を
記
録

④
地
名
の
起
源
⑤
伝
承
に
つ
い
て
、

4ノ

編
纂
時
ま
で
の
内
容
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
行
方
」
の
部
分
は
完
全
に
残
っ
て

い
て
、
崇
神
天
皇
、
継
体
天
皇
、
孝
徳
天

皇
に
関
す
る
記
載
が
あ
り
ま
す
。
継
体
天

皇
は
現
在
の
天
皇
家
へ
つ
な
が
る
系
統
で

あ
り
、
孝
徳
天
皇
は
六
四
五

1
六
五
四
年

に
在
位
し
、
大
化
の
改
新
の
時
の
天
皇
で

す。
そ
れ
で
は
、
二
二

O
O年
前
の
「
常
陸

国
風
土
記
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
地
名
の

中
で
、
現
在
、
茨
城
県
の
市
や
郡
の
名
前

に
い
く
つ
残
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
つ
～

①
四
カ
所
②
八
カ
所
③
十
二
カ
所

答
え
は
、
久
慈
、
那
珂
、

（
東
）
茨
城
、

つ
く
ば
、
潮
来
、
鹿
島
（
嶋
）
、
行
方
、

河
内
の
八
ヶ
所
で
す
。
常
陸
国
風
土
記
の

中
に
、
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
」
が

よ
く
出
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
崇
神
天
皇

の
皇
子
で
す
。
鹿
島
と
行
方
地
区
を
合
わ

せ
て
「
鹿
行
（
ろ
つ
こ
う
）
」
と
言
い
ま

す
が
、
こ
れ
は

N
H
K
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

で
も
読
め
な
い
人
が
い
ま
し
た
。
ニ
ュ

ー

ス
で
「
か
こ
う
」
地
方
と
読
ん
だ
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
「
潮
来
」
の
地
名
の
起
源
は

ど
れ
で
し
ょ
う
か
？

①
海
の
潮
が
寄
せ
る
と
こ
ろ
②
船
の
材

料
の
板
が
取
れ
る
と
こ
ろ
③
多
く
の
人

が
殺
さ
れ
た
と
こ
ろ

正
解
は
、

「
③
多
く
の
人
が
殺
さ
れ
た
と

こ
ろ
」
で
す
。
朝
廷
の
軍
が
霞
ヶ
浦
西
岸
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「
麻
生
」
の
地
名
は
、
湖
岸
に
麻
が
生

育
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

伝
承
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
、
「
夜
万

（
や
と
）
の
神
」
「
椎
井
の
池
」
「
玉
清

井
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
水
に
関
す
る

話
が
多
く
、
開
墾
に
は
水
が
大
事
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

行
方
地
区
の
歴
史
と
史
跡

古
代
の
遺
跡
と
し
て
三
昧
塚
古
墳
や
大

生
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。
中
世
の
史
跡
と

し
て
は
、
西
蓮
寺
（
元
冠
が
来
襲
し
た
弘

安
の
役
の
際
、
戦
勝
記
念
と
し
て
建
て
た

相
輪
楳
が
あ
る
）
や
長
勝
寺
（
源
頼
朝
の

建
立
。
北
条
高
時
が
寄
進
し
た
）
が
あ
り

ま
す
。
近
世
で
は
、
江
戸
時
代
の
茨
城
県

は
水
戸
藩
の
管
轄
だ
と
思
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
が
、

「
麻
生
」
は
麻
生
藩
が
治
め
て
い

ま
し
た
。
現
在
の
麻
生
小
学
校
の
地
に
昭

報

に
い
る
時
、
狼
煙
が
こ
ち
ら
側
に
向
け
ば

朝
廷
に
従
う
と
判
断
し
、
反
対
側
に
向
け

ば
朝
廷
に
逆
ら
う
と
判
断
し
よ
う
と
し
た

際
、
狼
煙
が
反
対
側
に
向
い
た
の
で
、
朝

廷
に
従
わ
な
い
と
考
え
、
多
く
の
人
を
殺

し
た
と
い
う
の
で
す
。
「
い
た
く
殺
す
」

か
ら
「
い
た
こ
」
と
な
り
、
「
潮
来
」
は

そ
の
後
の
当
て
字
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し

た
。
「
茨
城
」
の
名
前
の
由
来
も
、
朝
廷

に
従
わ
な
い
人
た
ち
を
、
い
ば
ら
で
追
い

込
ん
で
殺
し
た
こ
と
か
ら
来
て
い
る
の
で

す。

A
E
 

A = 宮
’じ，、同

ポ菖r
‘園田

/7ft;;, 玉( 5) 

和
四
十
九
年
ま
で
麻
生
高
校
が
あ
り
ま
し

た
が
、
麻
生
藩
の
藩
校
が
あ
っ
た
場
所
で

す
。
周
囲
に
は
陣
屋
跡
や
家
老
屋
敷
が
あ

り
ま
す
。
海
了
寺
は
、
麻
生
藩
新
庄
氏
や

藩
主
の
菩
提
寺
で
す
。
麻
生
藩
は
当
初
三

万
三
千
石
で
し
た
が
、
途
中
一
万
石
に
減

奉
さ
れ
な
が
ら
も
幕
末
ま
で
続
き
ま
し
た
。

潮
来
市
延
方
に
あ
る
二
十
三
屋
尊
堂
は
延

方
郷
校
の
聖
堂
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
水
戸
藩
の
郷
校
と
し
て
整
備
さ
れ
ま

し
た
。三
昧
塚
古
墳
は
、
行
方
市
沖
洲
に
あ
り

ま
す
が
、
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
霞
ヶ
浦

の
堤
防
を
作
る
た
め
に
壊
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
冠
や
イ
ア
リ
ン
グ
な
ど
が
出
土

さ
れ
た
の
で
す
。
金
メ
ッ
キ
さ
れ
て
い
て
、

県
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。
土
下

座
し
て
い
る
埴
輪
や
家
や
女
性
、
鹿
な
ど

の
埴
輪
も
出
て
い
ま
す
。

地
名
か
ら
分
か
る
こ
と

平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
昔
の
町
の
名

前
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
地
名
は
、

そ
の
地
域
の
履
歴
書
で
す
。
名
前
が
変
わ

る
こ
と
に
よ
り
、
過
去
の
履
歴
や
地
形
が

分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
地
名
か
ら
、
か

つ
て
水
害
が
発
生
し
た
こ
と
や
土
砂
崩
れ

が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。
地
名

が
変
わ
る
こ
と
で
、
そ
の
土
地
の
履
歴
な

ど
が
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
地
名
が
変
わ

る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
地
名
に
は
由
来
が
あ
る
の
で
、
ど

う
い
う
言
わ
れ
が
あ
る
の
か
調
べ
て
み
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

－
Z
曲

〈

帽

曲

コ

一

n
o
a曲
同
・

大
崎
公
稔
｛
高
三
十
七
回
卒
）

生
物
の
授
業
で
進
化
を
扱
う
単
元
が
あ

る
。
地
球
が
誕
生
し
て
四
十
六
億
年
の
聞

に
生
命
が
誕
生
し
現
在
ま
で
多
様
に
進
化

を
し
て
き
た
。
そ
の
際
、
地
球
カ
レ
ン
ダ
ー

を
紹
介
し
て
い
る
。
地
球
の
誕
生
か
ら
現

在
ま
で
を
一
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
表
す
と

ど
う
な
る
か
。
三
月
二
十
一
日
に
最
初
の

生
命
が
誕
生
し
、
人
類
が
出
現
す
る
の
は

十
二
月
三
十
一
日
午
前
七
時
頃
に
な
る
。

更
に
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
が
登
場
す
る
の
は

午
後
二
十
三
時
四
十
九
分
の
こ
と
だ
。
人

一
人
の
一
生
は
瞬
き
す
る
よ
り
も
短
い
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
ほ
ど
長
い
時
間
の
中
で
、

我
々
人
類
が
こ
う
し
て
生
き
て
い
る
。

元
富
山
短
期
大
学
学
長
の
金
岡
裕
一
先

生
は
、
「
こ
の
大
自
然
の
中
に
あ
る
私
た

ち
人
間
は
、
地
球
が
四
十
六
億
年
か
け
て

創
り
出
し
た
が
生
命
H

と
い
う
奇
跡
的
大

傑
作
を
、
た
っ
た
N

二
秒
間
（
三

0
0年

間
に
相
当

γ
で
、
自
分
達
に
内
在
す
る

精
微
極
ま
る
仕
組
み
の
一
部
を
、
自
分
達

の
頭
脳
で
認
識
し
始
め
た
が
ふ
し
ぎ
な
存

在
H

で
も
あ
る
の
で
す
。
」
と
講
演
で
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
。
地
球
上
の
生
命
の
一
つ

ード

で
あ
り
な
が
ら
、
高
度
な
知
能
を
有
し
た

存
在
で
あ
る
。

地
球
カ
レ
ン
ダ
ー
と
同
様
に
、
人
生
時

計
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
人
の
一
生
を

二
十
四
時
間
で
表
す
と
ど
う
な
る
か
。
仮

に
日
本
人
の
平
均
寿
命
よ
り
も
短
い
が
、

人
の
寿
命
を
七
十
二
歳
と
す
る
と
、
三
歳

で
一
時
間
経
過
し
た
こ
と
に
な
る
。
す
る

と
十
八
歳
は
午
前
六
時
に
相
当
す
る
。
目

を
覚
ま
し
て
こ
れ
か
ら
始
ま
る
良
き
一
日

の
準
備
を
し
て
い
る
時
で
あ
ろ
う
か
。
今

日
一
日
に
期
待
を
膨
ら
ま
す
こ
と
も
あ
れ

ば
、
あ
ま
り
具
合
が
よ
ろ
し
く
な
い
こ
と

も
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
一
日
を
過
ご
す
か

は
、
ま
さ
に
朝
の
時
間
を
ど
う
過
ご
す
か

で
違
っ
て
く
る
。
気
持
ち
の
良
い
一
日
、

楽
し
い
一
日
を
送
る
た
め
に
こ
の
時
間
が

大
切
な
の
で
あ
る
。
高
等
学
校
で
過
ご
す

時
間
は
、
ま
さ
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
一

日
（
人
生
）
を
ど
う
過
ご
す
か
に
大
き
く
影

響
す
る
。

周
か
ら
漢
の
時
代
に
か
け
て
儒
学
者
が

ま
と
め
た
「
礼
」
に
関
す
る
書
物
に
「
礼

記
」
が
あ
る
。
そ
の
中
の
一
文
に
玉
不

琢
不
成
器
、
人
不
学
不
知
道
｜
『
玉
琢

（
み
が
）か
ざ
れ
ば
器
を
成
さ
ず
、
入
学
ば

ざ
れ
ば
道
を
知
ら
ず
』
。
「
道
を
知
ら
ず
」

の
「
道
」
と
は
、
こ
ま
ご
ま
し
た
知
識
の

類
で
は
な
く
、
社
会
人
と
し
て
立
っ
て
い

く
た
め
の
基
本
的
な
教
養
や
心
構
え
と
い
っ
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麻
生
高
校
に
入
学
し
て
三
年
が
経
ち
、

同

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
人
は
学
ぶ
こ
と
で
ど

こ
ま
で
も
魂
を
高
め
て
行
く
こ
と
が
で
き

λω

。企
業
や
上
級
学
校
の
方
々
と
応
対
す
る

場
面
が
多
く
、
様
々
な
お
話
を
伺
う
機
会

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
元
気
よ
く
挨
拶
が
で

き
る
、
明
る
く
人
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
時
間
を
守
れ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
や
学
校
が
期
待
す
る
人
物
像
は
異
な

る
。
し
か
し
、
そ
の
方
々
が
共
通
し
て
お
っ

し
ゃ
る
こ
と
は
、
学
ぶ
姿
勢
が
大
事
で
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。
上
手
く
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
、
ど
う
す
れ
ば
上
手
く
な
る

か
、
と
考
え
試
行
錯
誤
す
る
。
い
く
つ
に

な

っ
て
も
自
己
の
能
力
・技
能
を
向
上
さ

せ
よ
う
と
勉
強
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る

人
が
最
後
に
は
成
功
す
る
。

ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
の
あ
な
た
の

1

日
を
、
あ
な
た
は
ど
う
過
ご
し
た
い
で
す

か
。
本
校
で
あ
な
た
に
と
っ
て
の
良
い

1

日
に
す
る
た
め
に
、

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま

ーレょ
v

つ
。

玉

ヨて

~ 
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~u~ ~ 
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私
た
ち
三
年
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
羽

ば
た
く
た
め
、
卒
業
式
を
迎
え
ま
す
。
こ

こ
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

先
生
方
が
、
「
第
一
志
望
の
進
路
に
合
格

し
た
い
」
と
い
う
生
徒
達
を
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
そ
の
熱
く
的
確
な
指
導
に
よ

っ

て
、
社
会
に
出
る
た
め
の
大
切
な
体
験
を

積
む
こ
と
が
で
き
た
三
年
間
で
し
た
。

私
の
第
一
志
望
は
、
合
格
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
言
わ
れ
る
「
公
務
員
試
験
」
で

し
た
。
私
が
公
務
員
を
第

一
志
望
に
し
た

理
由
は
、
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
が
四
十
七

都
道
府
県
の
中
で
最
下
位
で
あ
る
茨
城
県

や
稲
敷
市
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
々
に

知
っ
て
も
ら
い
、
こ
の
地
域
を
活
性
化
し

た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な

動
機
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
学
校
で
何
度

も
開
講
さ
れ
た
公
務
員
講
座
に
参
加
し
、

学
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
面
接
や

小
論
文
対
策
を
通
し
て
人
間
力
の
向
上
に

も
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
が
公
務
員
に
な
る
た
め
に
努
力
し
た

こ
と
は
、
ま
ず
、
普
段
の
授
業
を
大
切
に

し
て
学
校
生
活
も
充
実
さ
せ
た
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
英
語
検
定
二
級
取
得
に
も
挑
戦

し
た
り
、
ク
ラ
ス
の
正
委
員
に
立
候
補
し
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
り
し
ま
し

た
。
特
に
、
英
語
検
定
で
は
、

A
L
T
の

ニ
コ
ラ
ス
先
生
に
添
削
指
導
を
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
英
語
の
先
生
方
に
授
業
以
外

で
も
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と

で
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
英
検

の
資
格
と
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、

多
く
の
外
国
人
に
訪
問
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
街
作
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

麻
生
高
校
で
過
ご
し
た
三
年
間
は
、
人

間
と
し
て
成
長
が
実
感
で
き
た
三
年
間
で

し
た
。
入
学
し
た
頃
は
少
し
の
不
安
を
抱

え
て
い
た
の
に
、

二
年
生
で
は
ク
ラ
ス
を

ま
と
め
る
正
委
員
に
な
り
、
緊
張
感
を
感

じ
な
が
ら
も
充
実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
、

茨
城
県
庁
に
入
庁
す
る
た
め
の
面
接
試
験

を
乗
り
越
え
る
力
が
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

様
々
な
分
野
で
社
会
に
貢
献
し
、
ま
た
、

進
学
先
で
勉
学
に
励
ん
で
い
る
麻
生
高
校

の
諸
先
輩
達
に
、
麻
生
高
校
の
同
窓
会
の

一
員
と
し
て
私
達
は
加
わ
り
ま
す
。
麻
生

高
校
卒
業
生
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
県

民
と
誠
実
に
向
き
合

っ
て
、
信
頼
を
得
ら

れ
る
よ
う
な
公
務
員
に
な
る
つ
も
り
で
す
。

稲
敷
市
役
所
職
員
と
県
職
員
の
内
定
を
得

た
私
は
、
努
力
は
無
駄
に
な
ら
な
い
こ
と

を
麻
生
高
校
で
学
び
ま
し
た
。
諸
先
輩
方

が
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
を
受
け
継
い
で
、

辛
い
こ
と
が
あ

っ
て
も
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ー令

大
学
で
学
ぴ
た
い
ζ
と

3
1
E
 

坂
本
鏑
寵

私
が
麻
生
高
校
に
入
学
し
た
当
初
は
、

進
路
に
つ
い
て
は

っ
き
り
し
た
目
標
は
な

く
、
充
実
し
た
高
校
生
活
に
す
る
た
め
に

一
日

一
日
を

一
生
懸
命
取
り
組
も
う
と
心

が
け
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

二
年
生
．に

進
級
し
て
か
ら
、
生
物
基
礎
と
生
物
を
選

択
し
、
授
業
を
受
け
て
い
る
う
ち
に
生
命

現
象
に
大
い
に
興
味

・
関
心
を
抱
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
生
物
の
教
科
書
だ
け
で

な
く
、
生
物
の
図
解
を
読
ん
で
い
る
と
、

生
物
学
に
は
未
解
明
の
分
野
が
数
多
く
存

在
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
益
々
、
知
的
好

奇
心
を
喚
起
さ
れ
刊
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

校
卒
業
後
に
大
学
に
進
学
し
、
も

っ
と
生

物
学
を
学
び
た
い
と
考
え
、
よ
り
勉
強
に

専
念
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
将
来
、
生
物
学
の
分
野
の
中
で
も

特
に
細
胞
の
癌
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

に
関
す
る
研
究
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
生
物
の
授
業
で
、
正
常
な
細
胞
か
ら

癌
細
胞
が
生
じ
、
癌
化
し
た
細
胞
は
無
限

に
分
裂
す
る
な
ど
、
特
殊
な
性
質
が
あ
る

こ
と
を
学
び
、
私
は
と
て
も
興
味
を
持
ち
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ま
し
た
。
ま
た
、
生
物
の
生
命
現
象
の
不

思
議
さ
、
日
常
生
活
で
目
に
す
る
植
物
や

自
分
自
身
を
含
め
た
動
物
の
生
命
維
持
の

仕
組
み
の
複
雑
さ
に
驚
嘆
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
機
能
が
無
意
識
の
う
ち

に
細
胞
の
相
互
関
係
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
神
秘
性
を
感
じ
ま
し
た
。
日

本
人
の
死
因
の
第
一
位
は
癌
で
す
が
、
現

在
で
は
癌
患
者
の
早
期
発
見
が
で
き
れ
ば

完
治
で
き
る
ま
で
検
査
、
治
療
法
の
研
究

が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
再
発
す
る

可
能
性
も
あ
り
、
予
防
法
が
完
全
に
確
立

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
と
て
も
衝
撃

的
な
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
高
校
二

年
生
の
冬
に
、
茨
城
大
学
の
田
内
広
教
授

が
出
演
し
て
い
た

T
V番
組
を
拝
見
し
た

際
、
放
射
線
が
人
体
に
与
え
る
影
響
と
そ

れ
に
対
す
る
応
答
反
応
に
つ
い
て
関
心
を

持
ち
ま
し
た
。
正
常
な
細
胞
か
ら
癌
細
胞

へ
の
変
異
の
要
因
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

D
N

A
の
修
復
機
構
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
解
明

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

細
胞
レ
ベ
ル
や
分
子
レ
ベ
ル
で
癌
化
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
生
命
現

象
の
神
秘
性
を
明
ら
か
に
し
、
生
命
科
学

分
野
を
進
展
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
癌
予

防
を
含
め
た
医
学
の
進
展
に
も
貢
献
で
き

ま
す
。
そ
こ
で
、
私
は
茨
城
大
学
理
学
部

同玉( 7) 

生
物
科
学
科
に
進
学
し
、
よ
り
専
門
的
に

生
物
学
を
学
び
、
そ
の
知
識
を
生
か
し
て

専
門
的
な
研
究
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
茨
城
大
学
の
推
薦
入

試
に
挑
戦
し
た
と
こ
ろ
、
運
良
く
合
格
で

き
ま
し
た
。

私
が
高
校
卒
業
後
の
進
路
目
標
を
見
出

し
、
進
学
先
を
決
定
で
き
た
の
は
、
麻
生

高
校
の
諸
先
生
方
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で

す
。
大
学
に
進
学
し
た
ら
、
自
分
の
夢
の

実
現
の
た
め
に
精
一
杯
精
進
す
る
覚
悟
で

す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
自
分
の
進
路
目
標
を
見
つ
け
、

夢
の
実
現
の
た
め
に
努
力
を
継
続
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

部
活
動
の
記
録

問
問
団

第
何
回
全
国
高
等
学
校

野
球
選
手
権
大
会
茨
城
県
大
会

一

回

戦

麻

生

日

対

3

海
洋

二

回

戦

麻

生

3
対

5

日
立
北

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

全
国
高
校
選
抜
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

茨

城

県

予

選

第

3
位

1・.，
ヲ

－· 一一 戸~－－一一一一 J

司E
J・ p・、

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

関
東
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

茨

城

県

予

選

第

3
位

全
国
高
校
総
体
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

茨

城

県

予

選

第

3
位

全
国
高
校
選
抜
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

茨
城
県
予
選
出
場

茨
城
県
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア
大
会

準
優
勝

z者白血温歯払

7.12.対海洋戦・水飼選手
本塁打を放つ

12.16.対土浦日大戦
延長戦を制す

一命

全防｜
国｜川
高防｜
校川｜
総団引
体）｝

茨
城
県
大
ぷL
= 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
5
位6.4.対水戸商戦 ・加藤選手

先制ゴール

関
東
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

茨
城
県
予
選
会
ベ
ス
ト
日

県
東
地
区
高
等
学
校

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

男
子

kgcヨ
の
部
優
勝

3
A関
根
州
人

女
子
N
C
C
B
の
部
優
勝

2
D金
田
理
央

県
東
地
区
高
等
学
校

新
人
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

女
子
色
。
ヨ
の
部
優
勝

2
D金
田
理
央

女
子
や
り
投
げ
の
部
優
勝

1
A馬
場
理
佳
子



( 8) 

開
制
圃

関
東
高
等
学
校
弓
道
大
会
県
東
地
区
予
選

会
通
過
女
子
団
体
県
大
会
出
場

茨
城
県
県
東
地
区
高
等
学
校
夏
季
弓
道
大

会
男
子
個
人
優
勝
秋
永
龍
平

全
国
高
等
学
校
弓
道
大
会
茨
城
県
予
選
会

男
女
団
体
出
場

関
東
個
人
選
手
権
大
会
県
東
地
区
予
選
会

1
年
生
の
部
男
子
個
人

3
位
関
野
孝
文

関
東
個
人
選
手
権
大
会
県
大
会
出
場

男
子
7
名
（
関
野

・
鈴
木

・
秋
永

・
高

柳
・
井
上
・
高
須
・
増
田
）

女
子

1
名
（
坂
倉
春
奈
）

幸日A 
zコZ

A 
ヨエ

円相
"-"" ’G，、

間
同
国

関
東
高
校
卓
球
大
会
県
東
地
区
予
選
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
大
川
亮
太
3
位

男
子
ダ
ブ
ル
ス
大
川
亮
太
・
黒
須
航
平
3
位

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
橋
本
瑞
希
5
位

女
子
学
校
対
抗

3
位

全
国
高
校
総
体
卓
球
県
東
地
区
予
選
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
大
川
亮
太

3
位

男
子
ダ
ブ
ル
ス
大
川
亮
太

・
黒
須
航
平

5
位

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
大
崎
葵
5
位

橋
本
瑞
希
6
位

同3言

'""' 玉平成30年3月1日

女
子
ダ
ブ
ル
ス
橋
本
瑞
希

・
坂
本
美
夢
3
位

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

県
東
地
区
予
選
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

女
子
ダ
ブ
ル
ス

橋
本
瑞
希

・
坂
本
美
夢
2
位

県
東
地
区
高
校
卓
球
新
人
戦

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
大
川
亮
太
1
位

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
大
崎
葵
3
位

女
子
ダ
ブ
ル
ス
橋
本
瑞
希

・
坂
本
美
夢

3
位

問
問
山
幽

関
東
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
県
東

地
区
予
選
出
場

全
国
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
県
東

地
区
予
選
出
場

新
人
戦
県
予
選
出
場

同
問
川
閉
山
間
阿
国

関
東
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
県
東

地
区
予
選
個
人
ベ
ス
ト
同
団
体

4
位

全
国
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
県
東

地
区
予
選
団
体
4
位

新
人
戦
県
予
選
団
体
2
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
ロ
）

大
川
亮
太

1
位

水

郷

杯

個

人

3
位

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

関
東
県
東
地
区
予
選
会
予
選
敗
退

総
体
県
東
地
区
予
選
会
予
選
敗
退

県
東
地
区
夏
季
大
会

4
位

県
東
地
区
秋
季
大
会

4
位

新
人
戦
県
東
地
区
予
選
会

4
位
（
県
大
会
出
場
）

画
制
国

茨
城
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術
展
覧

会

書

道

の

部

奨
励
賞

2
E

入
賞

3
B
3
D
 

2
E
 

2
E
 

1
A
 

l
E
 塙

健

吾

松
田
遥
夏

宮
内
京
香

河
嶋
千
帆

宮
川
葵

大
野
美
締

平

塚

舞

回
附
圃

茨
城
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術
展
覧

会

絵

画

の

部

入
選

3
B
田
中
伶
奈

3
C

谷
田
川
拓
海

3
D
須
賀
美
咲

岡
国
側
聞

第
初
回
茨
城
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

県
東
地
区
大
会
参
加

第
出
回
茨
城
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
県
東
地
区
大
会
参
加

茨
城
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
音
楽
会

（
合
同
バ
ン
ド
で
参
加
）

調
同
団

平
成
幼
年
度
茨
城
県
高
等
学
校
演
劇
祭

第
M
M
回
県
東
地
区
大
会
優
良
賞

→／ 

パ
ス
見
学
会
に
つ
い
て
繊
蟻
織

本
校
で
は
、
二
年
生
で
進
路
希
望
別
に

分
か
れ
て
、
校
外
で
体
験
型
の
見
学
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
七
月
七
日
（
金
）
に
、
進
学

希
望
者
は
、
①
明
治
大
学

・
日
本
銀
行

・

貨
幣
博
物
館
、
②
中
央
大
学

・
日
本
科
学

未
来
館
、
③
早
稲
田
大
学

・
己

2
、
④
文

教
大
学

・
学
習
院
大
学
、
⑤
茨
城
キ
リ
ス

ト
教
大
学
・
水
戸
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ

の
5
コ
l
ス
で
実
施
し
、
就
職
希
望
者
は
‘

花
王
鹿
島
工
場

・
新
日
銭
住
金
鹿
島
製
鉄

所
を
見
学
し
ま
し
た
。
「
進
路
目
標
を
具

体
的
に
決
め
る
こ
と
が
出
来
て
、
参
加
し

て
よ
か
っ
た
」
と
、
生
徒
か
ら
好
評
で
し

た。
こ
の
事
業
は
、
茨
城
県
教
委
の
ご
人

一
人
が
輝
く
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進

事
業
」
の
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

中央大学にて


